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今
後
30
年
以
内
に
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
震
度
６
程
度
の
地
震
が
99
％
の
確
率
で

発
生
す
る
と
の
予
測
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
震
だ
け
で
は
な
く
台
風
や
大
雨
に
よ
る
風

水
害
、
火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
や
火
山

灰
に
よ
る
被
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
現

象
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、

行
政
に
よ
る
危
機
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
地
域
に
お
け
る
危
険
箇
所
や
介
助
が
必

要
な
世
帯
の
把
握
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

自
主
的
な
防
災
意
識
の
向
上
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
道
路
や
橋
が

損
壊
し
て
交
通
網
が
寸
断
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
火
災
も
同
時

に
多
発
す
る
た
め
、
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て

は
市
役
所
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
救
援
活
動

が
迅
速
に
行
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
力
を
発
揮
す
る
の
が
「
地
域
ぐ

る
み
で
の
協
力
体
制
」
で
す
。
実
際
に
平
成

７
年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
に

お
い
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ
の
後
の
復

興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
市
役

所
や
消
防
署
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

自
発
的
な
救
出
や
救
護
活
動
で
し
た
。

　

こ
れ
を
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
く
「
自

主
防
災
組
織
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
、
災
害

時
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
い
も
の
と
す

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
市
で
は
、
す
べ
て
の
自
治
会
で
「
自
主

防
災
組
織
」
を
結
成
い
た
だ
き
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、「
平
常
時
の

活
動
」
と
「
災
害
時
の
活
動
」
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
防
災
に
関
す
る
正
確
な
知

識
を
学
ぶ
こ
と
や
地
域
内
の
災
害
危
険
の
把

握
、
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
な
ど
の
備
蓄
、

火
気
使
用
施
設
や
設
備
器
具
の
点
検
な
ど
、

備
え
に
関
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
正

確
な
情
報
の
収
集
と
伝
達
や
出
火
防
止
と
初

期
消
火
活
動
、
被
災
者
の
救
出
・
救
護
や
避

難
誘
導
、
避
難
所
に
お
け
る
給
食
・
給
水
な

ど
を
行
い
ま
す
。【
図
１
】

治
会
が
市
内
最
初
の
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
昨
年
８
月
に
は
越
河

地
区
で
連
合
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す
る
意
識
・
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
全
体
で
の
結
成
率
が
約
21
％

と
低
く
、
残
り
の
約
８
割
の
地
域
で
の
早
期

の
結
成
が
必
要
で
す
。【
図
３
】

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
で
の
積
極
的
な

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
白
石
市
自
主
防

災
組
織
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
定
め
、
自
主

防
災
活
動
で
使
用
す
る
防
災
備
品
整
備
の
た

め
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
た
自
治
会
に

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
や
補
助
対
象
備
品
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
生
活
環
境
課
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
補
助
金
額

・
定
額
補
助
（
一
組
織
）　

４
万
円

・
世
帯
割
（
構
成
一
世
帯
）　

１
０
０
円

●
補
助
限
度
額　

10
万
円

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
活
動
に
つ
い
て

の
ご
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
︱
１
３
１
４

　

自
主
防
災
組
織
が
災
害
発
生
時
の
応
急
活

動
を
素
早
く
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
活

動
の
内
容
を
分
析
し
て
明
確
な
役
割
分
担
を

防
災
計
画
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
会
長
、
副
会
長
、
各
活
動

班
の
班
長
と
い
っ
た
組
織
編
成
が
一
般
的
で

す
が
、
活
動
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
合
っ
た
組
織
の
編
成
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。【
図
２
】

　

平
成
18
年
末
現
在
、
市
内
１
１
３
自
治
会

の
う
ち
、
24
自
治
会
が
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
て
い
る
ほ
か
、
結
成
に
向
け
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
会
も
複
数

あ
り
ま
す
。
平
成
17
年
10
月
末
に
西
益
岡
自

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

自
主
防
災
組
織
の
主
な
活
動

自
主
防
災
組
織
の
編
成

自
主
防
災
組
織
の
結
成
状
況

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

▲

昨
年
９
月
、
南
町
自
治
会
で
文
部
科
学
省
の
防
災

研
究
成
果
普
及
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
。
地
区
の
地
図
上

に
「
行
き
止
ま
り
」
や
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
な
ど
の

情
報
を
書
き
込
ん
で
災
害
の
疑
似
体
験
。

▲昨年10月15日、越河小学校を中心に市と県の共催で実施した土砂災害防災訓練（写真は応急処置訓練の様子）

図１　自主防災組織の主な活動

◆災害に備えるための
　日ごろからの活動

平常時

○地域内の安全点検

○防災知識の普及・啓発

○防災訓練

○防災資機材の備蓄

○火気使用施設などの点検

◆災害発生時に、人命を守り
　被害の拡大を防ぐ活動

災害時

○初期消火

○避難誘導

○救出・救助

○情報収集・伝達

○避難所の管理・運営

図２　自主防災組織の編成例
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応急修繕班

防犯・巡回班

安全点検班

避難誘導班

救出・救護班

消 火 班

連携調整班

情 報 班

衛 生 班

清 掃 班

給食・給水班

物資配分班

防災知識の普及、防災訓
練に専門的に携わる

資機材、技術者との連携検討

警察署との連絡体制の検討

災害危険箇所の巡回、点検

避難所（路）・標識点検

資機材調達・整備

器具点検、防火広報

仮設トイレ対策の検討

ごみ処理対策の検討

器具点検

個人備蓄の啓発活動

近隣地区、婦人防火クラ
ブなどとの事前調整

広報活動

各班活動の統括

応急修理の手伝い

防犯巡回活動

二次災害軽減のための危
険箇所の広報

避難の呼び掛け、状況確認

行政機関と連携した救出・
救護活動

初期消火活動

防疫対策、し尿処理

ごみ処理についての指示

給食・給水活動

物資配分

他機関との調整

状況把握、報告活動

平常時 災害時

図３　地区別の自主防災組織結成状況
平成18年12月末現在

地域 自治会数 結成数 結成率
白 石 26 3 11.5%
越 河 10 10 100.0%
斎 川 10 0 0.0%
大 平 10 2 20.0%
大鷹沢 13 2 15.4%
白 川 7 5 71.4%
福 岡 23 2 8.7%
小 原 14 0 0.0%
合 計 113 24 21.2%

自
ら
守
る
！

〜
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

宮
城
県
沖
地
震
〜


